
 

窓装飾プランナー資格試験問題 解説 

 

こちらでは過去３回の資格試験を実施してきた問題の傾向（出題の仕方）を解説する。出題回は第１回

とあるのが 2014 年実施、以降第３回の 2016 年実施まで抜粋して掲載する。なお通しの番号は当解説上

付記し直おしたもので、実際出題された番号とは異なります。 

 

１．選択式問題 全６問掲載 

【１】第３回資格試験出題  イラストより名称を選択肢より解答する 

   解答 ①→Ｂ、②→Ｋ、③→Ｈ、④→Ａ、⑤→Ｄ、⑥→Ｃ、⑦→Ｅ  

      窓装飾プランナーＢＯＯＫ改訂版 P.113～  

 

【２】第３回資格試験出題  文中穴埋め問題、選択肢より解答する 

   解答 ①→Ａ、②→Ｏ、③→ＥorＧ、④→ＧorＥ、⑤→Ｉ、⑥→Ｌ、⑦→Ｋ   

              ③と④は入れ替わりＯＫ 

      窓装飾プランナーＢＯＯＫ改訂版 P.264 

 

【３】第３回資格試験出題  説明文より名称を選択肢より解答する。 

個別に選択肢が設定されている。 

   解答 ①→Ｂ、②→Ｃ、③→Ａ  

      窓装飾プランナーＢＯＯＫ改訂版 P.142～ 

 

【４】第１回資格試験出題  文中穴埋め問題、解答の組み合わせを選択肢より解答する 

   解答 Ｅ 

      窓装飾プランナーＢＯＯＫ改訂版 P.258～ 

 

【５】第３回資格試験出題  正誤問題。説明文が正しいか誤っているかを選択する。 

解答 ①→Ｂ、②→Ｂ、③→Ｂ、④→Ｂ、⑤→Ｂ、⑥→Ｂ 

      窓装飾プランナーＢＯＯＫ改訂版 P.161～ 

 

【６】第２回資格試験出題  出題に対して解答数が指定されているケース。 

当問題については「空間情報」に概要しない項目を２つ選ぶ。 

３つ以上解答すると無得点になる。 

解答 Ｄ、Ｅ 

      窓装飾プランナーＢＯＯＫ改訂版 P.37～ 



【１】第３回資格試験出題  イラストより名称を選択肢より解答する 

次の窓のイラスト①～⑦に該当する名称を下記の選択肢の中から選び、マークシートの該当欄を塗りつ

ぶしなさい。 

 

［室内から見た窓］ 

①  

 

② ③ ④ 

⑤ ⑥ ⑦ 

 

［選択肢］ 

Ａ．上げ下げ窓 Ｂ．横軸回転窓 Ｃ．両袖片引き窓 Ｄ．片引き窓 

Ｅ．両開き窓 Ｆ．縦軸回転窓 Ｇ．引き分け窓 Ｈ．縦すべり出し窓 

Ｉ．自由片引き窓 Ｊ．片開き窓 Ｋ．ドレーキップ窓 Ｌ．引き違い窓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【２】第３回資格試験出題  文中穴埋め問題、選択肢より解答する 

次の糸の太さに関する記述で、 ① ～ ⑦ に入る最も適切なものを下記の選択肢から選び、マーク

シートの該当欄を塗りつぶしなさい。 

 

糸の太さを表す単位には ① 、 ② 、デシテックスがある。 ① は ③ と ④ があり紡績糸

に用いられる。 ② は ⑤ に用いられる。 ① は数字が大きくなるほど糸は ⑥ なり、 ② は

数字が大きくなるほど糸は ⑦ なる。 

 

［選択肢］ 

Ａ．番手 Ｂ．ヤード Ｃ．ポンド Ｄ．メートル Ｅ．毛番手 

Ｆ．化繊番手 Ｇ．綿番手 Ｈ．絹番手 Ｉ．フィラメント糸 Ｊ．ステープルヤーン 

Ｋ．太く Ｌ．細く Ｍ．長く Ｎ．短く Ｏ．デニール 

 

 

【３】第３回資格試験出題 説明文より名称を選択肢より解答する。個別に選択肢が設定されている。 

次の織物に関する記述①～⑤で、最も適切なものをそれぞれ下記の選択肢から選び、マークシートの該

当欄を塗りつぶしなさい。 

 

① 細い糸を朱子織したもので光沢のあるテクスチャーが特徴。色数が多く、カラーコーディネートしや

すい。 

［選択肢］ 

Ａ．シャンタン Ｂ．サテン Ｃ．ベルベット Ｄ．プレーン 

 

② 一般的にクラシックな柄が特徴。朱子織の織り方の方向の違いから光の反射が異なり浮き上がって見

える柄。現在はジャガード織機で織られる。 

［選択肢］ 

Ａ．タペット織 Ｂ．風通織 Ｃ．ダマスク織  Ｄ．ドビー織  

 

③ ポリエステルや綿を平織にした薄い織物。薄地で透明性がある。色のバリエーションが多く、柄をプ

リントしたものもある。 

［選択肢］ 

Ａ．ボイル  Ｂ．タフタ Ｃ．ラッセルレース Ｄ．クレープ 

 



 

【４】第１回資格試験出題  文中穴埋め問題、解答の組み合わせを選択肢より解答する 

次の文章は、カーテンの生地の性質について述べたものである。文章を完成させたときに当てはまる語

句の組み合わせとして正しいものを選択肢より選び、マークシートの該当欄を塗りつぶしなさい。 

 

 

以下のような生地の性質は、クレームにつながるもとになる場合があります。 

 

生地は洗濯によって多少なりとも伸縮しますが、 ① や ② 、 ③ などの天然繊維や再生繊維で

ある ④ は伸縮率がより大きいため取り扱いに注意が必要です。 

 

 ② など天然繊維の生地はその繊維特有のにおいがします。しばらく掛けていれば薄れていきます。 

 

日光など光に弱い ③ などの生地は、掛けている間に劣化して、変色したり破損したりすることがあ

ります。 

 

 

［選択肢］ 

 ① ② ③ ④ 

Ａ 絹 綿 麻 ウール 

Ｂ 絹 綿 麻 レーヨン 

Ｃ 綿 絹 麻 アクリル 

Ｄ 綿 麻 絹 ウール 

Ｅ 綿 麻 絹 レーヨン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【５】第３回資格試験出題  正誤問題。説明文が正しいか誤っているかを選択する。 

次のロールスクリーンに関する①～⑥の記述で、正しいものはマークシートのＡの欄、誤っているもの

はＢの欄を塗りつぶしなさい。 

 

① 一般窓用以外に、小窓用として巾１００㎜から製作が可能。細長い窓には巻きずれが起きにくいプ

ルコード式が適している。 

 

② １台のセットフレームに２本の巻き取りパイプをつけたダブルタイプは２種類のスクリーンを前後

に配し、窓装飾を効率的に演出する。窓に近い方のスクリーン素材は極薄手の生地が適している。 

 

③ 浴室、洗面所には抗菌、防臭、防カビ加工のスクリーンが適している。下地がタイル等で、ビスが

打てない場所用にテンションブラケットがある。 

 

④ 傾斜台形窓には水平から９０度までの窓に対応できるタイプがある。 

 

⑤ スクリーンに使用される素材はファブリックスが中心で、材質はポリエステル繊維が大半である。

ほとんどの生地は両サイドのほつれ止めと形状安定のため生地表面にレーザー加工を施している。 

 

⑥ 調光式ロールスクリーンは、光を透過する生地と透過しない生地を組み合わせ、その重なり具合で

細かく調整できる。操作方法はチェーン式とプルコード式がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【６】第２回資格試験出題  出題に対して解答数が指定されているケース。 

当問題については空間情報に概要しない項目を２つ選ぶ。 

３つ以上解答すると無得点になるケース。 

次の項目は、窓装飾プランナーがお客様に空間情報のヒアリングを行う際に把握しておきたい内容であ

る。空間情報に該当しないものを二つ選び、マークシートの該当欄を塗りつぶしなさい。 

 

Ａ. 居住地（所在地） 

Ｂ. 建物の種類（一戸建て住宅、集合住宅、持ち家、賃貸、オフィス） 

Ｃ. 納品場所の階数、エレベーターの有無、天井高の確認 

Ｄ. 取り付けの時期(新築物件の場合は引き渡し日など) 

Ｅ. 掛け替えの場合、掛け替えの目的(古くなった、現状の不満) 

Ｆ. 窓の種類、形状、寸法、位置 

Ｇ. 部屋の用途(リビングルーム、子供部屋、寝室) 

Ｈ. 建築の種類(木造軸組工法、ＲＣ構造など) 

Ｉ. 道路や隣接する建物との関係 

Ｊ. 窓周辺の状況（カーテンレールやカーテンボックスの有無、床･壁･天井･建具の色など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．記述式問題 全１問掲載 

【 記述式問題１ 】第３回資格試験出題   

5 歳の女児のいるご夫婦(30 代)がお客様です。14 階建マンションの 2 階が対象物件です。南東の角部屋

を主寝室にされます。部屋の大きさは 3.52m×4.4m で 2 帖(1.82×1.82m)のウォークインクローゼット

が西側に隣接されています。東側は間口 2.7m の掃き出し窓がありベランダへの出入りに使います。南側

は上げ下げ窓が２つ、ベッドのヘッドボードの上に位置されます。エアコン等の干渉物は影響がない状

態です。 

この部屋の空間提案を解答欄に書きなさい。提案対象の窓は掃き出し窓と上げ下げ窓２つを対象としま

す。また、提案されたモノについて理由も書きなさい。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

解答解説 

記述式問題では過去 3 年とも毎回 3 問出題されている。30 分という試験時間の中で、解答可能な問題を

出題している。開示した昨年の出題では何を解答するのかが得点のポイントとなる。窓装飾プランナー

記述試験は記述しなければ得点にはならないが、同じことを繰り返し記述しても得点は伸びない。また

採点は加点方式で、減点されるという要素はないので基本的には誤字に気をつけて記述する。当問題で

解答を求めたのは「対象となる窓３つを含めた空間提案」と「提案した理由」である。また解答は「解

答欄」と指定した場所に記載する。 

 

 

解答例 ・14 階建てマンションの 2 階部という空間情報より、防炎物品を選定する。 

    ・同空間情報より、外から室内が見えにくい素材の窓装飾エレメントを選定する。 

・対象とされた窓に提案するカーテン、ローマンシェードなどを記載し、選定した理由も書く。 

・空間提案を求めているので、窓だけでなく部屋のインテリアに関しベッドスプレッドや 

壁紙、カーペット、照明、家具などの提案をしている。 

・3 年後や 5 年後の子どもの成長や家族構成の変化に対応したものを選ぶ。 


